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5段階評定・とÅ紺野臆よる音楽の感性の測定の試み  
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1．は じ め に   

これまでに故育分野において、教育評価の定良化にAHPを用い  

てきた。窃追の評価l～】、絵画の評価…、報告昏の評個lり  

なとにおいては、評価は故師が行うものであった。道徳烹哲の変化  

lOI、音色の感じ方lOI、誕題の遵易度なとは学習者が肝腎する。   

感性をアンケート用紙によって測定し、その結果が商品開発に利  

用されている‖‖。教育の分野でも感性を大切するように首われて  

いるl一＝OI。小学枚の「音色の特徴を感じ取る」学習をする重賞故  

音において、音楽の感牲を測定することを試みた。その指標を得る  

ために、5段階評定と∧11Pによる一対比故をするアンケート用紙  

を作り、実施した。その2つの結果を鼻理して、5段階評定とAH  

Pによる評価とを比較した。両者に少し異なる結果が得られたので、  

音楽の感性の指標として、どちらを利用すればよいのかを放射する  

必要がある。   

以下では、授賞葵践方法、調査内容、調査方法、調査結果を述べ、  

その2つの結果を比按して考察する。  

2．絶食爽戟と刑蚕方曲   

故近のシンセサイザーの技術の進歩はすばらしく、突障の楽器の  

音色に近い吾が容易に出せ、しかも安価になった。このようなシン  

セサイザー冬青楽教育における駈質将軍の日轟の1つである「塾器  

の音色の特徴に気を付けて聡く」学習に活用し、炎曲にふさわしい  

音色を選ぶという鋼追的な活劫を取り入れる試みがある‖り。いまま  

でCDやテープから一方的に決まった音を与えられるだけだった活  

動に加え、この銑みによって自分で好さな音を捜したり、曲想にあ  

った音色を捜すことが効果的に行なえる。また、VTRを利用して  

視覚的な面からの動棍付けも計った＝。   

ここでは、／小学投4年生の「音色の特徴を感じ取る」学習をする  

転貸教材として、サンサーンス作曲の「白鳥」を採用して川・タ・川、  

文駄【1〕に従って授業葵城した。   

授業は囲且のような流れで葵施された。次のような流れで授賞を  

3時間行った。学習捏題を明確にするために、白鳥が池でゆったり  

と泳いでいる櫻子をビデオ拇影したVTRを4．5分間見せた。白鳥の  

主旋律を知るために、児蛮に主旋律をオルガンで弾かせた。   

6台のシンセサイザーを6和親の炎器と見なして、6台のテープ  

留亀 功  胃IYAJLIsao  

ルに設屈した。その避寒の音は、バイオリン、チェロ、フルート、   

オーボエ、トランペット、グロッケンの6覆頬である。1クラスを   

6グループに分け、1グループは5～6人である。頒番に各楽器の   

音のするシンセサイザーのテーブルに行垂、1つの楽器について1   

グループで5～10分ずつかけて白鳥の曲を各自演葵させた。この場合、   

で轟るだけ児立一人ずつに輯奏をさせ、放かせるようにした。演奏   

に一人約30秒ずつかかった。  

楽器の音色の特徴に気を付けて聴くことを学習するために、白鳥   

の曲を各蒸器の音による演奏をしたり、聞いた後で、どの楽器がど   

の程度、白鳥が泳いでいる感じがするかを囲2に示すような用紙を   

用いて5段階評定で答えさせるアンケートを実施した。  

ここまでで1時間経過したので、特別教室から普通教室に戻った。   

淡いて、2対の楽器の音のどちらがどの程度、白鳥が泳いでいる感   

じがするかを囲8に示すようなAHPによる用紙を用いて7段階の   

いずれであるかを答えさせるアンケートを実施した。最後に、白鳥   

の代衷的な演奏楽器であるチェロについて鋭明した。  

こめ授賞葵践をし、調査したのは／ト学校4年生1学級で、32人で   

ある。  

＄．出  鼻   

乱15故田野定による辺舎監  

各麗告が白鳥の曲に合う度合を調べる函2の5段階評定のアンケ   

ート用挽において、「たいへんよく合っている」から「全然合わな  

＜＜ γンケートの石丸方 ＞＞   

ピアノによるロ色が「白．qがゆったりときい、でいる」幕いこ「すこし会っている」  

と自分が思うと台、口のように○印を付ける○  
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Lシンセサイサーによって¢Q吊の藁日に上る広口i田いて、 それらの音色は  

「白月がゆったりと放いでいるJ【3しにどの団見ょく合っているか考ぇ上ケ0   

8分が皐ったところに0印を付けよう。   

臼田のC色の㊥広について、応じたことを0いてみよう。  
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圏2 5段階評定のアンケート用紙   
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三転貸川をオル〝ンでロく  
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囲1 授業の流れ  

一且00－   
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い」に対して5～1の評定値を与える。その値についてクラス全体  

の平均を求めて、去1に示す。AI－1Pと比較するために、その値の  

全評定値の和に対する比率を求めた。評定値の高い方から順位を付  

けた。  

衷1平均5段階評定  

整合度の高い方から頗位を付けた。比較のために、クラス全員の一  

対比較行列の幾何平均を求め、その一対比較行列から求めた適合度  

をその右の柵に示す。この行列の整合度C．Ⅰ．は0．12であった。  

衷2 AHPによる適合度  

楽器の音色  適合度  収位  幾何平均  順位   

バイオリン  0．214  田  0．157  2   
チェロ  ロ   
フルート  
オーボエ  

トランペット  
グロッケン  0．122  田  0．136  巴   

合 計   0．9g9  1．001  

楽器の音色  評定  比率  順位   

バイオリン  3．88  0．236  田   
チェロ  6   
フルート  口   

オーボエ  田   

トランペット  
グロッケン   1．91  0．116  

合 計   16．41  1．000  

4．考 ♯   

去1に示すように5段階評定では（1）フルート、（2）バイかノン、  

（3）オーボエ、（4）トランペット、■（5）チェロ、（6）グロッケンの順に  

評定値が大きい。   

表2に示すようにAHPによる平均適合度では（1）フルート、（2）  

バイオリン、（3）グロッケン、（4）オーボエ、（5）トランペット、（6）  

チェロの順である。   

この2種類のアンケートにおいて1，2番のフルートとバイオリン  

の順位は同じであるが、3番以降の他の楽器の順位が異なっている。   

比率と適合度を比較する。5段階評定による比較では1位と2位  

はほぼ同じ値であり、残りがほぼ同じ値である。AI－IPによる適合  

度では2位は1位の約半分であり、3位は2位の約半分であり、残  

りがほぼ同じ値である。また、適合度の順位と幾何平均の朋位とは  

4位以下が異なっている。   

どちらのアンケートでも、明瞭に区別できる1，2位は明瞭に決  

めれるようである。しかし、3位以下はあいまいさのために、2種  

類のアンケートによって異なる結果となったようである。また、指  

標として利用する場合、5段階評定ではその差が現れにくいが、∧  

HPでは1位、2位、その他の差は歴然と現れる。また、幾何平均  

を用いるとその差は小さくなるという特徴が見られる。  
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乱2 AHPによる適合度   

固3において各楽器が白鳥の即＝こ「たいへんよく合っている」、  

「かなりよく合っている」、「すこし合っている」、「同じ」に対  

して7．5，3，1の一対比較値を与える。15呵の一対比較によっ  

て、6行6列の「対比較行列の上三角行列の15の要素の値が決まる。  

対角線要素をすべて1にする。対称要素の間に逆数関係が成り立つ  

ことを利用して、下三角行列の要素の値を決める。こうして求めら  

れた一対比較行列から最大閻有値と閻有ベクトルを求める。その間  

有ベクトルの各要素の値は各楽器が白鳥の曲に合う度合（適合度と  

いう）である。最大閻有値から判断の良さを表す整合度C．Ⅰ．を求め  

る。   

このように文献〔5．12〕の∧HPの手順に従って楽器の音色の適合  

度を児寛ごとに求めた。その－・対比較行列の整合皮Ct．の範囲は0．  

05～0．14であった。この値は整合度の限界以内（C．I．≦0．15）に収ま  

っている。適合度のクラス全体の平均を求めて、衷2に示す。その  

m．シンセサイサーによる交万の萌芽を2用句の饗刀ごとにくらペてみよう。   

左右の2躍椚の楚竃による新色そくらペて、「白．qがゆったりと泳いでいる」感   

じとして、どちらの饗胃がどの帽旺よく合っているかを、自分か思ったところに   

C印引車ナよう。  

たとえば、ビ丁ノとオルわーンをくらべて、オルガンの汗巳の方が白．qの曲に少   

しよく会っていれは下の刑のように右側の「ナこL」に○印を付ける。  
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因3 ∧HPによるアンケート用紙  
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